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児
童
室
の
書
架
に
は
、
世
界
中
の

昔
話
の
本
が
並
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も

や
お
孫
さ
ん
に
読
ん
で
あ
げ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

で
も
自
分
は
や
は
り
昔
読
ん
だ
（
聞

い
た
？
）
日
本
の
昔
話
に
親
し
み
を
感

じ
る
と
い
う
方
は
少
な
く
な
い
よ
う
で

す
。
そ
こ
で
、
一
般
向
き
に
出
版
さ
れ

た
本
の
中
か
ら
、
大
人
が
楽
し
め
る「
日

本
の
昔
話
集
」を
三
冊
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

ま
ず
日
本
に
は
ど
ん
な
昔
話
が
あ
る

の
か
、
全
体
を
知
り
た
い
方
に
勧
め
た

い
の
が「
日
本
昔
話
百
選
」（
稲
田
浩
二
・

稲
田
和
子
編
著 

三
省
堂 

一
九
七
一

年 

改
訂
新
版
二
〇
〇
三
年
）。 

 

民
俗
学
者
の
夫
妻

が
、
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
、
全
国
か
ら

集
め
た
昔
話
の
中
か

ら
、
代
表
的
な
百
話

を
選
ん
で
載
せ
ま
し

た
。「
花
咲
爺
」
「
舌
切
雀
」
な
ど
、
い

つ
か
ど
こ
か
で
聞
い
た
覚
え
の
あ
る

話
、
初
め
て
知
る
地
方
の
珍
し
い
話
な

ど
、
様
々
な
話
が
楽
し
め
ま
す
。 

    

 

方
言
を
生
か
し
た
再
話
で
す
が
、 

耳
慣
れ
な
い
言
葉
に
は
共
通
語
の
注
が

添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
わ
か
り
や
す

く
、
図
書
館
の
お
話
会
な
ど
で
も
度
々

使
わ
れ
る
定
番
の
昔
話
集
で
す
。 

 

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
話
を
継
承
し
て

い
る
優
れ
た
語
り
手
の
話
を
、
一
冊
に

ま
と
め
た
昔
話
集
も
あ
り
ま
す
。 

「
鈴
木
サ
ツ
全
昔
話
集
」
（
小
澤
俊

夫
他
編 

鈴
木
サ
ツ
全
昔
話
集
刊
行
会 

一
九
九
三
年
／
福
音
館
書
店
再
刊 

一

九
九
九
年
）
に
は
、

岩
手
県
遠
野
に
生

ま
れ
育
っ
た
サ
ツ

さ
ん
の
語
る
「
お
し

ら
さ
ま
」
等
一
八
八

話
を
収
録
。
理
容
師

と
し
て
働
い
た
サ
ツ
さ
ん
が
、
自
分
の

人
生
や
話
し
上
手
だ
っ
た
父
の
思
い
出

を
語
る
「
昔
話
と
私
」（
聞
き
書
き
）
、

小
澤
俊
夫
氏
の
解
説
「
語
り
手
の
心
の

記
録
」
も
、
口
承
文
芸
へ
の
理
解
を
深

め
て
く
れ
ま
す
。 

「
雪
の
夜
に
語
り
つ
ぐ 

あ
る
語
り
じ

さ
の
昔
話
と
人
生
」
（
笠
原
政
雄
語
り 

中
村
と
も
子
編 

福
音
館
書
店 

一
九

八
六
年
）
は
、
語
り
手
自
身
の
「
思
い

出
話
」
と
、「
聞
き
耳

ず
き
ん
」
等
七
〇
余

話
の
「
む
か
し
話
」

の
二
部
構
成
。
新
潟

県
長
岡
市
に
住
ん
で

い
た
笠
原
さ
ん
の
話

に
は
、
夜
な
べ
仕
事
を
し
な
が
ら
昔
話

を
聞
か
せ
て
く
れ
た
母
へ
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

お
話
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
昔
話

が
暮
ら
し
の
中
に
生
き
て
い
た
時
代
、

語
り
継
い
で
き
た
人
た
ち
と
い
っ
た
伝

承
の
背
景
ま
で
知
る
こ
と
の
で
き
る
、

大
人
の
た
め
の
昔
話
集
。
あ
な
た
も
読

書
の
リ
ス
ト
に
加
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 
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書
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四
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所
沢
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、
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子
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は
じ
め
に 

 

戦
国
時
代
末
期
、
西
武
地
域
（
＝
武 

 

蔵
国
の
西
部
）
は
北
条
氏
照
が
治
め
る

「
八
王
子
領
」
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
八
王
子
市
に
あ
っ
た
八
王

子
城
の
支
配
範
囲
で
、
か
な
り
の
広
域

に
わ
た
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
面
的
に
支
配
範
囲
が
広

が
り
、
か
つ
排
他
的
な
支
配
が
展
開
し

て
い
る
も
の
を
、
研
究
上
「
領
国
」
と

表
現
し
ま
す
。
こ
う
し
た
支
配
の
あ
り

方
は
戦
国
時
代
よ
り
前
に
は
な
い
も
の

で
し
た
。 

ま
た
、
戦
国
時
代
に
戦
争
が
日
常
化

す
る
と
、
軍
事
要
塞
の
城
が
政
治
拠
点

と
し
て
の
性
格
も
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
戦
争
が
終
わ
れ
ば
廃
棄

さ
れ
て
い
た
城
が
永
続
的
に
存
在
す
る

よ
う
に
な
り
、
戦
国
時
代
に
は
城
を
中

心
と
し
て
領
国
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う

状
況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

北
条
家
の
領
国
支
配 

 
こ
の
時
代
、
関
東
の
大
半
は
小
田
原

城
を
本
拠
に
す
る
北
条
家
の
領
国
で
し

た
。
北
条
家
は
全
国
有
数
の
戦
国
大
名

で
、
伊
豆
の
領
国
化
に
始
ま
り
、
相
模
、

武
蔵
と
領
国
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。 

図
１
は
、
北
条
家
の
支
配
下
に
あ
る

伊
豆
・
相
模
・
武
蔵
国
に
、
領
域
的
な

行
政
単
位
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

示
す
地
図
で
す
。
戦
国
大
名
の
領
国
は

基
本
的
に
似
た
よ
う
な
構
造
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
地
図
に
表
せ

ら
れ
る
の
は
、
資
料
が
多
く
残
り
、
研

究
が
進
ん
で
い
る
北
条
家
だ
け
で
す
。 

私
が
北
条
家
研
究
を
メ
イ
ン
に
据
え

て
い
る
の
も
、
残
存
資
料
が
豊
富
な
こ

と
が
理
由
の
一
つ
で
、
北
条
家
の
研
究

で
わ
か
っ
た
こ
と
が
、
ほ
か
の
戦
国
大

名
の
研
究
に
も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
国
衆
」
と
い
う
存
在 

 

図
１
で
は
、
埼
玉
北
部
の
地
域
（
斜

線
部
）
が
国
衆
領
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
国
衆
」
と
は
戦
国
大
名
に
従
属
す

る
独
立
国
家
の
領
主
の
こ
と
で
す
。
戦

国
大
名
の
家
臣
に
当
た
る
の
か
、
そ
う

で
な
い
の
か
長
ら
く
議
論
さ
れ
て
い
た

存
在
に
つ
い
て
、
私
は
、
独
立
的
に
領

国
支
配
を
し
つ
つ
、
戦
国
大
名
の
政
治

的
・
軍
事
的
統
制
下
に
あ
る
者
と
位
置

づ
け
、「
国
衆
」
と
表
現
し
ま
し
た
。 

こ
の
考
え
方
は
後
進
の
研
究
者
に
も

受
け
入
れ
ら
れ
、
現
在
の
研
究
は
こ
う

し
た
独
立
的
な
存
在
を
「
国
衆
」
と
定

義
し
た
上
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
「
真
田
丸
」
で
時
代
考
証
の
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
、
「
国

衆
」
や
「
百
姓
の
成
り
立
ち
」
と
い
っ

た
当
時
の
研
究
テ
ー
マ
を
作
中
に
盛
り

込
み
ま
し
た
。
そ
の
後
か
ら
、
真
田
な

ど
戦
国
時
代
の
小
規
模
独
立
国
家
の
こ

と
を
「
国
衆
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
一

般
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。 

 

北
条
氏
照
に
つ
い
て 

 

八
王
子
領
は
、
北
条
家
が
直
接
領
国

支
配
を
す
る
本
国
の
す
ぐ
外
側
に
位
置

し
て
お
り
、
一
つ
の
領
国
と
し
て
は
か

な
り
大
規
模
な
も
の
で
、
領
主
と
し
て

そ
の
支
配
を
任
さ
れ
た
北
条
氏
照
の
政

治
的
地
位
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。 

 

氏
照
は
、
伊
勢
宗
瑞
（
北
条
早
雲
）

か
ら
数
え
て
四
代
目
の
当
主
で
あ
る
氏

政
の
す
ぐ
下
の
同
母
の
弟
で
あ
り
、
北

条
家
の
一
門
衆
筆
頭
の
立
場
に
あ
り
ま

し
た
。 

氏
照
の
北
条
家
に
お
け
る
立
場
の
重

要
性
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
合

戦
（
１
５
９
０
）
後
の
処
分
か
ら
も
見

て
取
れ
ま
す
。 

こ
の
当
時
の
北
条
家
は
、
ほ
ぼ
関
東

全
体
を
領
国
と
す
る
巨
大
な
組
織
で
し

た
。
例
え
ば
、
巨
大
企
業
の
社
長
が
独

断
で
組
織
を
動
か
せ
な
い
よ
う
に
、
北

条
家
も
、
執
行
部
の
合
議
に
よ
り
組
織

の
行
動
が
決
定
さ
れ
ま
す
。 

 

小
田
原
合
戦
に
お
い
て
、
北
条
家
は

北条領国行政区分図 
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秀
吉
方
に
対
し
て
徹
底
抗
戦
を
行
っ
た

た
め
、
戦
後
、
最
高
権
力
者
の
氏
政
、

北
条
家
一
門
の
代
表
で
あ
る
氏
照
、
さ

ら
に
序
列
一
位
・
二
位
の
家
老
が
切
腹

さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
開
戦
を
決

定
す
る
立
場
に
あ
っ
た
重
役
を
処
分
す

る
こ
と
で
、
北
条
家
と
い
う
組
織
の
責

任
を
取
ら
せ
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

八
王
子
領
国
形
成
前
の
状
況 

 

こ
の
八
王
子
領
は
、
二
つ
の
領
国
が

合
わ
さ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
つ
は
南
半
分
に
あ
た
る
大
石
氏
領

国
で
、
所
沢
は
全
体
が
こ
こ
に
含
ま
れ

て
お
り
、
も
う
一
つ
は
北
半
分
の
三
田

氏
領
国
で
す
。
大
石
氏
や
三
田
氏
は
国

衆
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
国
家
と
し
て

領
国
支
配
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

領
国
の
首
都
と
も
い
え
る
本
拠
は
、

大
石
領
が
今
の
八
王
子
市
に
あ
っ
た
由

井
城
、
三
田
領
が
青
梅
市
に
あ
っ
た
勝

沼
城
で
し
た
。 

租
税
の
納
入
や
紛
争
解
決
の
裁
判
は

す
べ
て
本
拠
で
行
わ
れ
た
た
め
、
四
方

八
方
か
ら
本
拠
へ
の
街
道
が
作
ら
れ
て

い
き
ま
す
。
所
沢
の
場
合
、
八
王
子
へ

直
接
道
が
繋
が
っ
て
い
る
の
は
、
も
と

も
と
由
井
城
を
本
拠
と
す
る
大
石
領
で

あ
っ
た
名
残
で
す
。 

ち
な
み
に
、
所
沢
に
あ
る
滝
の
城
は
、

か
つ
て
清
戸
（
清
瀬
市
）
に
あ
っ
た
番

所
を
氏
照
が
管
轄
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
清
戸
番
所
に
当
た
る
の
で
は
な
い

か
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。 

滝
の
城
は
、
南
は
府
中
や
座
間
、
北

は
岩
槻
に
繋
が
っ
て
お
り
、
北
条
家
が

小
田
原
か
ら
東
北
方
面
へ
軍
勢
を
移
動

さ
せ
る
際
に
、
通
過
地
点
と
し
て
機
能

し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

大
石
氏
と
三
田
氏 

 

大
石
氏
は
も
と
も
と
、
鎌
倉
公
方
・

足
利
氏
を
支
え
る
関
東
管
領
を
務
め
た
、

山
内
上
杉
氏
の
家
老
の
家
で
し
た
。 

関
東
全
域
を
巻
き
込
む
戦
乱
と
な
っ

た
享
徳
の
乱
（
１
４
５
５
～
８
３
）
以

降
、
領
主
同
士
の
日
常
的
な
抗
争
に
よ

り
、
所
領
併
合
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、
大
石
氏
も
領

国
化
を
進
め
、
国
衆
に
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
北
条
家
と
山
内
上
杉
氏
が
抗
争

を
展
開
す
る
中
、
大
石
氏
は
最
終
的
に

北
条
家
に
服
属
し
、
北
条
家
の
配
下
に 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

入
っ
た
国
衆
と
し
て
「
他
国
衆
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。 

し
ば
ら
く
し
て
、
大
石
家
で
は
跡
継

ぎ
が
い
な
い
ま
ま
当
主
が
亡
く
な
っ
た

た
め
、
北
条
家
三
代
目
当
主
の
氏
康
は
、

三
男
の
氏
照
を
婿
養
子
に
出
し
、
大
石

家
の
家
督
を
相
続
さ
せ
ま
す
。
後
に
四

代
目
当
主
と
な
る
氏
政
の
同
母
の
弟
で
、

北
条
家
の
有
力
な
跡
継
ぎ
候
補
で
も
あ

る
氏
照
を
養
子
に
出
し
た
こ
と
か
ら
、 

い
か
に
大
石
の
存
在
を
重
要
視 

 

し
て
い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。 

な
お
、
養
子
と
な
っ
た
氏
照 

は
初
め
大
石
を
名
乗
り
ま
す
が
、 

の
ち
に
北
条
に
改
称
し
ま
す
。 

も
う
一
方
の
三
田
氏
に
つ
い 

て
は
、
長
享
の
乱
（
１
４
８
７ 

～
１
５
０
５
）
以
降
、
勝
沼
城 

を
中
心
に
領
国
を
形
成
し
た
こ 

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

大
石
氏
と
同
じ
時
期
に
北
条 

家
に
服
属
し
ま
す
が
、
長
尾
景 

虎
（
上
杉
謙
信
）
と
の
抗
争
の 

際
、
景
虎
側
に
寝
返
っ
た
た
め
、 

北
条
家
の
攻
撃
を
受
け
て
滅
亡

し
ま
す
。 

 

こ
の
時
に
先
陣
を
務
め
た
の
が
、
大

石
領
を
支
配
し
て
い
た
氏
照
で
し
た
。 

氏
照
は
褒
美
と
し
て
三
田
領
を
与
え

ら
れ
、
以
後
大
石
領
と
三
田
領
を
統
合

し
た
領
国
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。 

 

関
連
文
献  

 

『
武
蔵
大
石
氏 

論
集
戦
国
大
名
と
国

衆
１
』
岩
田
書
院 

『
武
蔵
三
田
氏 

論
集
戦
国
大
名
と
国

衆
４
』
岩
田
書
院 

『
戦
国
北
条
五
代
』
星
海
社 

 

『
古
河
公
方
と
北
条
氏
』
岩
田
書
院 

『
北
条
氏
康
の
妻 

瑞
渓
院
』
平
凡
社 

『
北
条
氏
康
の
家
臣
団
』
洋
泉
社 

※
編
・
著
す
べ
て
黒
田
基
樹 

  

黒
田 

基
樹 

氏 

紹
介 

 

駿
河
台
大
学
法
学
部
教
授
。
日
本
史
学

博
士
。
著
作
に
『
百
姓
か
ら
見
た
戦
国

大
名
』
（
筑
摩
書
房
）
、
『
戦
国
大
名 

 
 
 

政
策
・
統
治
・
戦
争
』（
平
凡
社
）、『
戦

国
大
名
の
危
機
管
理
』
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｗ
Ａ
）
ほ
か
多
数
。
二
〇
一
六
年
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』
で
時

代
考
証
を
務
め
る
。
所
沢
市
在
住
。 

た
こ
く
し
ゅ
う 

く 

ろ 

だ 
 

も 

と 

き 

八王子領概念図 
『古河公方と北条氏』黒田基樹  

岩田書院 2012年 より 

 図２  
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２
０
２
０
年
、
所
沢
市
は
市
制
施
行

７０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回

は
、「
所
沢
市
」
誕
生
ま
で
の
歴
史
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 

 

所
沢
村
か
ら
所
沢
町
へ 

江
戸
時
代
前
期
の
開
村
以
来
、
所
沢

は
小
さ
な
村
落
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
幕
末
頃
か
ら
栄
え
始
め
、
明
治
維

新
後
に
は
大
き
く
発
展
を
遂
げ
ま
す
。 

そ
ん
な
折
の
明
治
１４
年
（
１
８
８

１
）
５
月
、
所
沢
村
民
は
「
所
沢
町
」

へ
の
名
称
変
更
を
請
願
し
ま
す
。 

県
庁
宛
に
提
出
さ
れ
た
「
村
名
改
称

願
」
で
は
、
所
沢
は
そ
も
そ
も
交
通
の

要
路
で
、
古
来
よ
り
の
六
斎
市
（
定
期

市
場
）
で
は
出
店
や
来
客
で
近
隣
か
ら

人
が
集
ま
る
都
会
で
あ
る
こ
と
、
近
年

は
繁
昌
を
知
っ
た
商
家
の
移
住
で
町
場

化
が
進
み
、
近
村
の
人
々
や
東
京
か
ら

の
手
紙
で
も
「
所
沢
町
」
と
自
然
に
呼

ば
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
そ
の
理
由

と
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
を
受
け
た
調
査
に
よ
り
、
所
沢

村
は
全
戸
数
の
４５
パ
ー
セ
ン
ト
が
市

街
に
集
ま
る
町
場
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
同
年
１０
月
、
内
務
卿
松
方
正
義

が
請
願
を
認
可
、「
所
沢
町
」
が
誕
生
す

る
の
で
す
。 

 

 

町
村
制
公
布
に
よ
る
合
併 

明
治
２１
年
（
１
８
８
８
）
４
月
、
政

府
は
新
し
い
町
村
制
を
公
布
し
ま
す
。 

こ
れ
は
江
戸
時
代
以
来
の
自
然
村
落

的
な
旧
町
村
に
代
わ
り
、
近
代
国
家
制

度
の
下
に
行
政
上
の
新
町
村
を
設
置
す

る
も
の
で
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
に
約
７
万
あ
っ

た
旧
町
村
の
多
く
が
区
ま
た
は
大
字
と

な
り
、
約
１
万
余
り
の
新
町
村
に
吸
収

合
併
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

所
沢
で
も
、
明
治
２１
年
頃
に
は
新
町

村
の
編
成
方
針
が
ほ
ぼ
固
ま
り
ま
す
。 

し
か
し
、
特
に
荒
幡
村
と
山
口
村
で

は
、
商
業
上
の
理
由
や
民
意
を
無
視
し

た
新
村
案
の
決
定
、
新
し
い
村
名
へ
の

不
満
な
ど
か
ら
反
対
意
見
が
で
ま
す
。 

結
局
、
翌
年
の
新
町
村
発
足
時
に
は

ま
ず
所
沢
町
、
小
手
指
村
、
富
岡
村
、

柳
瀬
村
、
松
井
村
、
三
ケ
島
村
が
成
立

し
ま
す
。
そ
の
後
遅
れ
て
、
協
議
が
難

航
し
た
吾
妻
村
（
旧
荒
幡
、
久
米
、
北

秋
津
村
）、
山
口
村
（
旧
山
口
、
上
山
口
、

勝
楽
寺
村
）
が
成
立
し
、
県
の
原
案
通

り
の
合
併
が
完
成
す
る
の
は
明
治
３５

年
（
１
９
０
２
）
と
な
り
ま
し
た
。 

  

戦
時
下
の
大
型
合
併 

昭
和
初
期
に
な
る
と
、
所
沢
町
に

久
々
の
合
併
案
が
出
て
き
ま
す
。 

し
か
し
、
農
業
人
口
が
減
少
し
都
市

的
な
発
展
を
目
指
す
所
沢
町
と
、
合
併

す
れ
ば
都
市
地
域
内
の
農
村
と
な
る
立

場
の
３
村
（
吾
妻
村
、
小
手
指
村
、
松

井
村
）
と
の
考
え
が
一
致
せ
ず
、
合
併

案
は
立
ち
消
え
と
な
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
約
１０
年
後
、
太
平
洋
戦
争

中
の
昭
和
１８
年
（
１
９
４
３
）
４
月
に
、

所
沢
町
、
松
井
村
、
山
口
村
、
吾
妻
村
、

小
手
指
村
、
富
岡
村
の
１
町
５
村
が
突

然
合
併
す
る
こ
と
に
な
り
、
合
併
後
の

所
沢
町
は
元
の
３
倍
、
人
口
約
３
万
３

千
人
の
町
と
な
り
ま
す
。 

 
そ
の
背
景
に
は
、
戦
時
体
制
強
化
を

目
的
と
し
た
同
年
１
月
の
地
方
制
度
改

正
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
地
方
議
会

の
権
限
は
縮
小
さ
れ
、
町
村
は
事
実
上

の
国
の
出
先
機
関
と
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
戦
時
下
の
国
の
動
き
を

受
け
て
の
大
型
合
併
は
、
所
沢
の
発
展

の
た
め
と
い
う
よ
り
、
増
大
す
る
戦
時

行
政
事
務
を
国
が
町
村
に
担
わ
せ
る
た

め
の
も
の
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。 

  

そ
し
て
所
沢
市
へ 

太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
後
ま
も
な
い
頃

か
ら
、
所
沢
で
は
市
制
施
行
を
望
む
声

が
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
昭
和
１８
年
の
合
併
で
成
立

し
た
所
沢
町
は
、
市
街
地
と
農
村
地
域

の
差
異
が
大
き
く
、
元
の
所
沢
町
が
再

び
分
離
す
る
と
い
う
主
張
す
ら
飛
び
出

す
な
か
で
、
市
制
施
行
の
議
論
は
立
ち

消
え
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
そ
の
後
、
昭
和
２４
年
（
１
９

４
９
）
頃
に
な
る
と
所
沢
で
の
市
制
施

行
が
具
体
化
し
て
き
ま
す
。 

こ
れ
は
主
に
埼
玉
県
の
指
導
に
よ
る

も
の
で
、
所
沢
に
は
旧
陸
軍
施
設
に
で

き
た
進
駐
軍
工
場
に
近
隣
か
ら
勤
務
者

が
集
ま
る
状
況
で
あ
る
こ
と
、
武
蔵
野

線
（
現
西
武
池
袋
線
）
や
西
武
線
（
現

西
武
新
宿
線
）
を
通
じ
て
東
京
の
郊
外

都
市
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
山
口
貯
水
池
が
観
光
地
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
要

因
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
秩
父
町
の
市
制
施
行
計
画
が

報
道
さ
れ
た
こ
と
で
、
所
沢
町
で
も
市

制
施
行
へ
の
機
運
が
高
ま
り
ま
す
。 

所 

沢 

歴 

史 

物 

語

～
所
沢
市
の
誕
生
～ 

 



 

―５― 

 

所
沢
町
当
局
・
町
議
会
は
、
県
内
の

市
制
実
施
都
市
の
視
察
や
市
制
施
行
対

策
委
員
会
の
設
置
、
各
地
区
別
の
懇
談

会
を
開
く
な
ど
し
、
つ
い
に
昭
和
２５
年

（
１
９
５
０
）
８
月
２７
日
、
所
沢
町
議

会
で
市
制
施
行
が
議
決
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
議
決
を
受
け
て
所
沢
町
は
埼
玉

県
に
市
制
施
行
を
申
請
し
、
所
沢
町
の

現
状
は
人
口
４
２
，
５
６
１
人
、
総
戸

数
８
，
３
３
９
戸
の
う
ち
中
心
市
街
地

が
５
，
６
５
０
戸
（
全
体
の
６７
％
）
を

占
め
、
商
工
業
な
ど
都
市
的
業
態
に
従

事
す
る
戸
数
も
多
数
に
上
る
な
ど
、
す

で
に
市
制
施
行
の
基
本
的
条
件
を
満
た

し
て
い
る
と
主
張
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
同
年
１１
月
３
日
、
所
沢
は

「
所
沢
市
」
と
し
て
県
内
８
番
目
の
市

と
な
り
、
市
内
で
は
記
念
の
お
祭
り
が

開
か
れ
ま
す
。 

 

こ
の
と
き
発
表
さ
れ
た
市
政
宣
言
で

は
、「
大
所
沢
市
」
実
現
の
た
め
農
商
工

業
の
振
興
と
住
宅
・
観
光
都
市
と
し
て

の
諸
施
策
を
並
行
し
て
行
い
、
ま
た
市

民
の
日
常
的
な
文
化
水
準
向
上
の
た
め
、

文
化
的
施
策
を
重
視
す
る
な
ど
と
し
て

い
ま
す
。 

  

三
ケ
島
村
と
柳
瀬
村
の
合
併 

こ
う
し
て
昭
和
２５
年
に
誕
生
し
た

所
沢
市
は
、
ま
だ
現
在
と
は
異
な
る
形

を
し
て
い
ま
し
た
。 

昭
和
２８
年
（
１
９
５
３
）
９
月
、
市

町
村
規
模
の
適
正
化
を
目
指
す
町
村
合

併
促
進
法
が
公
布
さ
れ
、
所
沢
市
に
は

柳
瀬
村
、
三
ケ
島
村
と
の
合
併
案
が
浮

上
し
ま
す
。 

こ
の
う
ち
柳
瀬
村
と
の
合
併
は
、
も

と
も
と
所
沢
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
決
ま
り
ま
す
。 

一
方
、
三
ケ
島
村
は
関
係
の
深
か
っ

た
豊
岡
町
（
現
在
の
入
間
市
の
一
部
）

と
合
併
し
た
い
と
の
意
見
も
あ
り
、
所

沢
市
と
の
合
併
協
議
は
難
航
し
ま
し
た
。 

一
時
中
断
の
後
再
開
さ
れ
た
協
議
は
、

最
終
的
に
三
ケ
島
村
、
所
沢
市
の
双
方

の
妥
協
に
よ
り
合
意
に
い
た
り
ま
す
。 

こ
う
し
て
昭
和
３０
年
４
月
１
日
、
柳

瀬
村
、
三
ケ
島
村
を
編
入
す
る
こ
と
で
、

現
在
の
所
沢
市
の
形
が
で
き
あ
が
る
の

で
す
。 

 

 

所
沢
市
誕
生
と
図
書
館
資
料 

さ
て
、
こ
こ
ま
で
所
沢
市
が
誕
生
す

る
ま
で
の
歴
史
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。 

少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い

た
方
は
、
ぜ
ひ
所
沢
図
書
館
の
関
連
資

料
も
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

例
え
ば
、
こ
の
記
事
は
主
に
『
所
沢

市
史 

下
巻
』
を
参
考
に
し
て
い
ま
す

が
、
『
所
沢
市
史
』
に
は
こ
の
他
に
も

様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。 

さ
ら
に
『
所
沢
市
史 

史
料
編
』
で

は
、
町
村
合
併
時
の
協
議
の
経
緯
や
、

市
制
施
行
を
申
請
す
る
際
の
文
書
な
ど
、

当
時
の
実
際
の
史
料
を
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

ま
た
、『
所
沢
市
史
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
『
と
こ
ろ
ざ
わ
歴
史
物
語
』
は
全

面
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
で
、
古
代
か
ら
現
代

を
通
じ
一
冊
で
所
沢
の
歴
史
を
見
る
こ

と
が
で
き
、『
ふ
る
さ
と
所
沢
』
は
昭
和

初
期
の
所
沢
町
役
場
や
市
制
施
行
記
念

祭
で
の
山
車
や
祝
賀
行
列
の
様
子
な
ど
、

様
々
な
写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

市
制
施
行
７０
周
年
の
こ
の
機
会
に
、

所
沢
図
書
館
で
所
沢
の
歴
史
に
つ
い
て

触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

【
参
考
文
献
】 

『
所
沢
市
史 

下
』 

『
所
沢
市
史 

現
代
史
料
』 

『
所
沢
市
史 

近
代
史
料Ⅰ

』 

『
所
沢
市
史 

近
代
史
料Ⅱ

』 

『
所
沢
市
史
調
査
資
料 

別
集
９
』 

所
沢
市
史
編
さ
ん
室/

編 

所
沢
市 

『
と
こ
ろ
ざ
わ
歴
史
物
語
』
所
沢
市
教
育 

委
員
会/

編 

所
沢
市
教
育
委
員
会 

所
沢
市 

『
ふ
る
さ
と
所
沢 

所
沢
市
制
施
行
６０
周

年
記
念
写
真
集
』
郷
土
出
版
社 

『
所
沢
市
統
計
書 

令
和
元
年
版
』 

所
沢
市
総
務
部
文
書
行
政
課
／
編 

所
沢
市 
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こ
れ
ま
で
に
所
沢
図
書
館
で
解
決

し
た
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
皆
さ
ん
の
疑

問
に
対
し
て
必
要
な
資
料
を
探
す
サ
ー

ビ
ス
）
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今

回
は
特
別
に
、
回
答
し
た
資
料
を
元
に

読
み
物
と
し
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
て
み
ま
し
た
。 

 

Ｑ 

ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
は
ア
ル
ビ
ノ

で
は
な
く
白
変
種
ら
し
い
が
、
ア
ル
ビ
ノ

と
白
変
種
の
違
い
が
知
り
た
い
！ 

 

Ａ 

日
本
の
ア
ル
ビ
ノ
（
真
っ
白
に
生

ま
れ
る
個
体
）
で
有
名
な
の
は
白
蛇
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
真
っ
白
な
体
に

真
っ
赤
な
目
は
神
の
使
い
と
さ
れ
、
動

物
園
の
蛇
コ
ー
ナ
ー
で
も
白
蛇
は
縁
起

の
良
い
蛇
と
し
て
見
か
け
る
こ
と
が
多

い
と
思
い
ま
す
。 

そ
ん
な
白
蛇
（
ア
ル
ビ
ノ
）
と
ホ
ワ

イ
ト
タ
イ
ガ
ー
（
白
変
種
）
の
違
い
は

何
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
答
え
は
、
目
の

色
に
現
れ
て
い
ま
す
。
白
蛇
の
赤
い
目

に
対
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
の
目

の
色
は
黒
色
や
青
色
で
す
。
こ
れ
は
ア

ル
ビ
ノ
の
瞳
孔
が
色
素
形
成
欠
如
の
た 

   
 

 め
血
の
色
が
透
け
て
赤
く
見
え
る
の
に

対
し
、
白
変
種
は
メ
ラ
ニ
ン
色
素
の
産

生
能
力
が
あ
る
の
で
瞳
孔
は
黒
色
や
青

色
を
し
て
い
ま
す
。 

そ
う
、
ア
ル
ビ
ノ
と
白
変
種
の
違
い

は
、
色
素
を
作
る
能
力
の
有
無
に
あ
る

の
で
す
。 

例
え
ば
、
身
近
な
白
変
種
で
あ
る
白

猫
は
、
体
毛
を
白
く
す
る
遺
伝
子
を
持

っ
て
生
ま
れ
る
た
め
、
白
猫
同
士
（
白

い
体
毛
に
な
る
遺
伝
子
し
か
持
た
な
い

白
猫
）
の
間
に
は
白
猫
が
生
ま
れ
ま
す
。 

 

ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
も
同
じ
で
、
ホ

ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
同
士
の
子
ど
も
は
白

い
体
毛
を
持
ち
ま
す
。 

そ
れ
に
対
し
て
ア
ル
ビ
ノ
は
、
体
色

が
白
い
の
で
は
な
く
、
色
素
の
欠
如
に

よ
っ
て
白
く
見
え
ま
す
。 

ま
た
ア
ル
ビ
ノ
と
は
、
先
天
的
に
メ

ラ
ニ
ン
色
素
が
欠
乏
す
る
体
質
や
そ
の

状
態
を
伴
う
個
体
を
指
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
多
く
の
生
物
か
ら
生
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
メ
ラ
ニ
ン
不
足
に
よ
り
、

紫
外
線
に
弱
く
、
視
力
的
に
も
眩
し
く

感
じ
や
す
か
っ
た
り
、
曇
り
で
も
目
が

見
え
に
く
か
っ
た
り
す
る
特
徴
が
あ
り

ま
す
。 

白
変
種
と
ア
ル
ビ
ノ
。
同
じ
白
く
見

え
る
生
き
物
で
も
、
そ
の
理
由
に
は
違

い
が
あ
る
の
で
す
。 

 

【
こ
の
質
問
は
国
立
国
会
図
書
館
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。】 

（
管
理
番
号
：
所
沢
新
所-

2

0

1

9-

0

1

0
） 

https://crd.ndl.go.jp/referenc

e/ 

所
沢
図
書
館
で
は
電
話
や
Ｗ
ｅ
ｂ

（
利
用
券
と
パ
ス
ワ
ー
ド
発
行
が
必

要
）
で
も
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
活
用
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 
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